
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１１１号 
令和 ２ 年 ５ 月 ８ 日発

行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

 

第１１１号 
令和 ２ 年 ５ 月 ８ 日発

行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

ｔイ 第１１１号 

令和 ２ 年 ５ 月 ８ 日発行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

 

第１１１号 
令和 ２ 年 ５ 月 ８ 日発

行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

 

第１５３号 
令和５年１１月１日発行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL ６７３－２５８８ 

FAX ６７３－０３７９  

 

第１１１号 

令和 ２ 年 ５ 月 ８ 日発

行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

公民館だより
中部地区

 

こ
ん
な
場
所 

 
 

あ
っ
た
ん
だ
ね
ぇ 

たくさんの 宝 見つけたよ 

 

 秋晴れのさわやかな天気の下、家族、友人、サークル

仲間など、１８チームが参加しました。５箇所のチェック

ポイントに立ち寄り、クイズに答えることが必須で、ほか

は自由に指定の地域をまわり、気づいた“宝“を発見す

るウォークラリーです。「地元のことを知る良い機会にな

った」「各ポイントでわかりやすく説明してもらえて楽し

かった」「普段は行かない所に行けて楽しかった」などの

感想をいただきました。 

みんなで歩くと 

楽しいねー 

 １０月１４日（土）、中部地区管内の東部６地区をクイズ

やゲームを楽しみながらチームで歩く、「地域の宝さがし

ウォークラリー」が開催されました。 

☆見つけた宝の１部紹介☆ 

・美咲町の三角点が町の中にあるのが珍しい 

・称念寺の２０５年も前の幽霊掛図がすごい！ 

・八日町のお地蔵さまが見守ってくれているのが宝 

・北町の彼岸花（野に咲く花がきれいすぎ） 

・鴨（町の中でも自然が多く残していきたい） 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１１１号 
令和 ２ 年 ５ 月 ８ 日発

行 

上山市中部地区公民館 
上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

街歩きウォーキング
(

上山の教育施設

街歩きウォーキング（新町周辺の散策）

 今年度３回目のウォーキングは、９月２６日（火）中部地区公民館運

営協議会の八幡丁地区会長荒井伸一さんにガイドを務めていただ

き、裁縫の道、女子教育の範を示した増戸てつ先生にゆかりのある

教育施設の大川学校や明新学校等跡地を巡りながら、歴史やエピ

ソードなど楽しく説明していただきました。 

 参加者の皆さんから、「地域の人、建物等々、宝物なるものを知る

ということは、住民してとして大事な事業だと思いました。いろいろ勉

強になりました」、「同じ町に長く住んでますが、今日知った事が多く、

よかったです」などの感想をいただきました。 

１０月２３日（月）に山形県健康づくり推進機構 

理事長の東海林美佐江さんより「歩き方講習」を

開催、「腕を振ること、母指球(足の裏で、親指の

付け根のふくらんだ部分)で強く地面を蹴ること、

またかかとから着地すること」などの正しい歩き方

のお話をお聞きしました。終了後、早速実践に活

かせるよう４回目のウォーキングに出発しました。 

新町地区会長の布川和雄さんにガイドを務め

ていただき、公民館を出発し、新町地区を巡り、

四ッ谷公民館に隣接する大日堂まで散策しまし

た。参加者の皆さんから、「町の中でも色々と昔

の知らない話を聞く事ができ良かったです」、「同

じウォーキングをまた開催してほしい」などの感想

をいただきました。 



参加申込はすべて１１月６日（月） 

午前９時から受付します。 

サックス、トランペット、ピアノの生演奏をお楽しみください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４日（土） 

７日（火） 

９日（木） 

１０日（金） 

１４日（火） 

１５日（水） 

２２日（水） 

 

 

 

 

第２回公民館清掃 

ヨガ教室① 

はこべの会 学習会(映画鑑賞) 

はこべの会 学習会(映画鑑賞) 

第３回地域づくり委員会 

ふるさとふれあいフェステバル 

演奏会①(女声合唱団 上山こまくさ) 

 

日 時 

場 所 

対 象 

定 員 

入 場 料 

申込締切 

１１月２２日（水） 開場 午後１時３０分 開演 午後２時 

中部地区公民館 多目的ホール 

中部地区在住の方 

３０人 

無料 

１１月１６日（木） 

 

日 時 

場 所 

講 師 

対 象 

募集人数 

申込締切 

参 加 料 

持 ち 物 

１２月５日（火） 午前１０時００分から午前１１時３０分 

中部地区公民館 多目的ホール 

ヨガインストラクター 鏡 実優さん 

中部地区在住の方 

１５人(定員になり次第締切ります)  
１１月２８日(火)  
無料 

ヨガマットがある方はお持ちください 

タオル、必要な方は飲み物 

 ２日、９日、１６日、３０日 

日  時  １１月２２日（水）午前１０時から 

場  所  中部地区公民館 会議室３、４ 

会  費  無料 

  

日 時 

場 所 

対 象 

定 員 

入 場 料 

申込締切 

１２月４日（月） 開場 午前９時３０分 開演 午前１０時 

中部地区公民館 多目的ホール 

中部地区在住の方 

３０人 

無料 

１１月２７日（月） 

 

１１月１５日（水）、ふるさとふれあいフェステバルを

上山小学校で開催します。１年生と一緒に昔遊

びをする予定です。 

ぜひ、参加してください。 
 

女性、約２０人の迫力ある歌声をお楽しみください 

「緑黄色野菜摂取量」と「血管年齢」の測定 



 藤井松平氏シリーズ３． 「松平信将
のぶまさ

侯」～４．「百姓の困窮、見る目原騒動での要求」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.８６ 

 

水岸山観音寺 住職  鎌上 宏 

 

お城では町方吉野屋、寒河江屋、亀屋に１７

日からの米の放出の指示をしたが、後手でした。

そこで大庄屋山田藤衛門を呼びだし金弐百両、

米三百俵の目録で見る目原にて鄕民を宥
なだ

めるよ

うに指示したうえに徒
かち

目付
め つ け

、物見役、忍びを本

庄鄕に手配し百姓の動静を探らせると、稲藁、

松葉、伐採木の篝
かがり

火
び

のなか見る目原での集会の

様子と、騒動の主因は中老渡辺小隼人、郡代金

子仁兵衞への日頃の恨みであると役所に注進し

ました。家老山村は、実直な代官神尾忠右衛門

と大庄屋山田藤右衛門、さらに人望ある藩医

宇留野
う る の

春
しゅん

庵
あん

を呼び寄せて名代として派遣し鄕

民を宥めよと指示しました。別に大目付には中

老渡辺小隼人、郡代金子仁兵衛の傲慢な振る舞

いの恨みから起こっていることを鑑
かんが

み蟄居
ちっきょ

を

指示、更に市内防備として大手門初め家中への

門を厳重に固めさせました。もし群衆が乱入し

て渡辺、金子両家への襲撃は勝手次第とするが、

付け火、狼藉
ろうぜき

の類いは斬り殺して構わないと命

じたので町衆は上を下への大騒ぎとなりまし

た。 

 御殿医宇留野春庵、代官神尾氏、大庄屋藤右

衛門三人が早馬で見る目原に駆けつけ大勢の中

に割って入ると、宇留野春庵の登場で騒ぎも一

時静まり、春庵が高台に立って御家老の指示で

皆の衆の願いを聞きにきた、身命にかけて取り

はからうので憚
はばか

りなく申し出られよと云うと、

百姓衆は思案したあと弁舌達者な者１４、５人

が訴えだしました。その趣旨はかいつまむと分

かりにくくなる部分がありますが、以下の通り。 

 （一）年貢一反歩につき均
なら

して一、二升の上

乗せ頭巾（余計搾取）があり、古来通りに止め

ていただきたい。（二）米の下し米買い付けは

古来の通りに時相場でお願いしたい。（三）領

外からの津留
つ ど め

（荷留め）は収穫期に限定し、百

姓らが三升、五升の小分け売り買いを自由にし

ていただきたい。（四）萱・材木など役所が買

い付ける折りに納め方時間制限で困惑してい

る。（五）農民の枯れ枝を持ち帰る折りに賄賂

要求をやめていただきたい。（六）見廻り役人 

が村庄屋宅に立ち寄り飯酒の賄賂要求がある、

納め方小役人を取り締まっていただきたい。

（七）往来伝馬
て ん ま

は町方役馬四十疋のきまりを今

は十三疋にして不足分を楢下や惣郷賦役と押し

つけている、商人荷物は十三疋で附け送りして

いるので駄賃ある商人荷送り馬三十疋にお願い

したい。（八）郷夫
ご う ふ

（臨時）雇用俸禄を定め、年

季を限っていただきたい、小作百姓は年貢を納

められず、江戸詰め郷夫二十俵、国勤め郷夫六

俵を中間
ちゅうげん

（軍列下役夫）雇用で新米給付される

が、江戸詰二年半、国勤め五年勤めると年貢を

免れて帰村後に田畑を相続できた。最近は給金

が三分の一となり永年奉公すると老いた上に田

畑は荒れてて百姓勤めは叶わなくなる。聞いて

いた代官神尾忠右衛門は「尤も至極、国郷夫、

江戸詰め、軍役の中間郷夫は藩を下支えする役

を負っているのだから生活立ちゆく様の取り計

らう」と答え書き認めた。（九）毎年春の

「宗 門 改 人
しゅうもんあらためにん

別帳
べつちょう

」は書き直しさせられて手

間取っている。「宗門改帖」文字ゆがみを寛容

にしていただきたい。（十）上役下役人衆で私

欲の御仁が居る、百姓の困窮哀れみもなく扶持

米、米売買の利ざやを稼ぐことに専心し、番所

を増やし横道に柴垣を結い袋米や茶・塩の流通

を厳しく統制している。また、高湯に米運送で

荷役に出かけても雪中など泊まり賃も発生し負

担が多い。これらは中老渡辺、郡代金子の指図

と確認している。上に不忠、下に仇となる謀悪

の御仁、小役人に斧
おの

一丁宛
いっちょうずつ

進上したいと一同は

色めき立ち大声で訴えました。 

 以上が見る目原百姓衆の要求です。 

※参照文献： もっぱら「奥海道五巴」㉔などを参照し
ました。その他に「上山市史」、「上山三家見聞日記」
⑰、「上山間見聞随筆」⑱⑲を参照しました。 
 
 
 
 

 

画は「見る目原騒動」
関係ありません。 


